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編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

歴
史 

古
く
は
滝
温
泉
と
い
う
名

前
で
、
１
６
９
１
年
に
沼
尾
重

兵
衛
が
鬼
怒
川
右
岸
で
源
泉

を
発
見
し
た
と
さ
れ
る
。 

１
７
５
１
年
か
ら
日
光
奉

行
の
支
配
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
日
光
詣
帰
り
の
諸
大
名
や

僧
侶
達
の
み
が
利
用
可
能
な

温
泉
で
あ
っ
た
。 

明
治
時
代
に
な
っ
て
滝
温

泉
が
一
般
に
開
放
さ
れ
、
明
治

２
年
に
は
東
岸
に
も
藤
原
温

泉
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

上
流
に
水
力
発
電
所
が
で
き

て
鬼
怒
川
の
水
位
が
下
が
る

と
と
も
に
、
川
底
か
ら
新
源
泉

が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
１
９
２

７
年
（
昭
和
２
年
）
に
、
滝
温

泉
と
藤
原
温
泉
を
合
わ
せ
て

鬼
怒
川
温
泉
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
、
そ
の
名
称
は
今
日
ま
で

い
た
っ
て
い
る
。 

東
京
都
と
千
葉
県
の
会
場
周

辺
の
一
般
道
に
は
、
大
会
関

係
車
両
の
「
専
用
レ
ー
ン
」

と
「
優
先
レ
ー
ン
」
が
設
け

ら
れ
た
。 

首
都
高
速
道
路
で
は
日

中
を
中
心
に
料
金
を
高
く
設

定
し
て
通
行
量
を
抑
え
る

「
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
ン
シ
ン
グ
」

も
ス
タ
ー
ト
が
。
た
だ
既
に
、

交
通
規
制
の
影
響
で
一
部
の

道
路
で
は
渋
滞
も
み
ら
れ

た
。
専
用
レ
ー
ン
は
原
則
、

大
会
関
係
車
両
し
か
通
行
で

き
な
い
。
優
先
レ
ー
ン
を
走

行
中
の
一
般
車
は
大
会
関
係

車
両
に
道
を
譲
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
違
反
し

た
場
合
は
、
普
通
車
で
違
反

点
数
１
点
、
反
則
金
は
６
千

円
に
な
る
。
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ

ン
シ
ン
グ
の
対
象
は
首
都
高

の
都
内
区
間
だ
。
８
月
９
日

ま
で
の
午
前
６
時
～
午
後 

    

１０
時
、
軽
自
動
車
と
二
輪

車
、
普
通
車
の
料
金
に
千
円

が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
一
方
午

前
０
時
～
４
時
は
全
車
両

（
現
金
払
い
除
く
）
が
半
額
に

な
る
。
交
通
情
法
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
前
日
午
前
に
は
東

京
（
外
環
道
）
の
内
回
り
戸

田
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
で
一
時
１６
キ
ロ
の
渋
滞

が
発
生
。
都
内
の
一
般
道
も

混
雑
し
、
国
道
２
４
６
号
下

り
は
夕
方
、
８
キ
ロ
に
わ
た

っ
て
渋
滞
し
た
。 

首
都
圏
の
主
要
駅
な
ど

は
テ
ロ
対
策
で
警
備
態
勢
が

強
化
さ
れ
、
危
険
物
探
知
犬

の
活
動
も
始
ま
っ
た
。 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

  

大
谷
翔
平
は
ス
ゴ
イ･･･ 

７
日
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
に
お
い
て
松
井
秀
喜
の

日
本
選
手
最
多
記
録
を
塗

り
替
え
る
３
２
号
本
塁
打

を
放
っ
た
エ
ン
ズ
ル
ス
の

大
谷
翔
平
は
、
「
松
井
さ
ん

は
子
ど
も
頃
か
ら
見
て
い

た
の
で
光
栄
で
す
。
ま
だ
ま

だ
打
て
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
。
」
と
さ
ら
に
本
塁
打

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
意

欲
を
燃
や
し
た
。 

記
念
す
べ
き
一
打
に
も

大
谷
の
技
術
が
詰
ま
っ
て

い
た
。
３
球
目
と
５
球
目
に

内
角
に
食
い
込
ん
で
く
る

変
化
球
を
フ
ァ
ウ
ル
し
て 

勢
初
の
野
手
と
し
て
試
合
に

出
場
し
て
以
降
、
日
本
を
代

表
す
る
選
手
が
次
々
と
海
を

渡
っ
た
。 

    

だ
が
、
約
２
０
年
間
で
到

達
し
た
の
は
松
井
秀
喜
（
ヤ

ン
キ
ー
ス
）
の
み
。
日
米
通
算

５
０
７
本
（
日
本
３
３
２
本
、

米
１
７
５
本
）
を
１
回
だ
け

だ
。
チ
ー
ム
８
６
試
合
目
で

３
２
本
塁
打
を
放
っ
た
大
谷

は
、
「
一
歩
一
歩
、
積
み
上
げ

て
い
け
た
ら
」
と
、
今
の
ペ
ー

ス
を
守
っ
て
行
き
た
い
と
話

す
。
年
間
本
塁
打
の
５
０
本

台
へ
期
待
が
高
ま
る
。 

 
 
 
 
 
 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

  

粘
っ
た
。
２
球
と
も
自
打
球

を
足
に
当
て
、
苦
痛
の
表

情
、
し
か
し
、
７
球
目
の
同

じ
よ
う
に
来
た
球
は
捉
え

た
。
「
結
果
的
に
打
っ
て
い

る
の
で
自
打
球
の
影
響
は

な
か
っ
た
か
な
。
厳
し
い
と

こ
ろ
に
き
て
い
る
の
で
差

し
込
ま
れ
た
ら
自
打
球
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
」
と
さ

ら
り
と
振
り
か
え
っ
た
。
大

谷
は
こ
の
一
発
で
、
ア
・
リ

ー
グ
２
位
の
ゲ
レ
ー
ロ(

ブ

ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ)

に
４
本
差

を
つ
け
た
。
両
リ
ー
グ
で
も

３
０
本
塁
打
に
到
達
し
た

打
者
は
大
谷
だ
け
だ
。 

日
本
選
手
に
と
っ
て
、
大

リ
ー
グ
で
の
年
間
３
０
本
塁

打
は
高
い
壁
だ
っ
た
。
２
０

０
１
年
に
イ
チ
ロ
ー
が
日
本 

        

人
気
温
泉
地
「
鬼
怒
川
温
泉
」 

◆
有
名
温
泉
地
め
ぐ
り
◆ 

  

火
傷
は
滝
（
現
在
の
鬼
怒
川

温
泉
）
」
と
称
さ
れ
た
。 

温
泉
街 

約
40
軒
の
ホ
テ
ル
旅
館

の
他
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
や
企
業
の
保
養
所
な
ど
が

連
な
り
、
市
営
の
公
共
浴
場

や
足
湯
の
他
、
民
間
の
入
浴

施
設
も
多
数
あ
る
。
鬼
怒
川

温
泉
駅
周
辺
に
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
み
や
げ

物
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
、

カ
フ
ェ
、
料
理
店
、
そ
ば
店
、

中
華
料
理
店
、
足
湯
、
旅
館

観
光
案
内
所
、
ツ
ー
リ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー
、

全
天
候
型
プ
ー
ル
＆
ス
パ
、

銀
行
、
郵
便
局
な
ど
が
並
ぶ
。

外
国
人
の
観
光
客
も
多
い
。 

こ
の
頃
か
ら
旅
館
・
ホ
テ

ル
が
開
業
を
始
め
、
１
９
２

９
年
の
下
野
電
気
鉄
道

（
現
・
東
武
鬼
怒
川
線
）
の
開

通
も
き
っ
か
け
と
な
り
、
次

第
に
温
泉
と
し
て
発
展
し

て
い
っ
た
。 

戦
後
は
特
急

「
き
ぬ
」
の
運
行
な
ど
も
あ

り
、
東
京
か
ら
観
光
客
が
押

し
寄
せ
て
日
本
有
数
の
大

型
温
泉
地
と
し
て
の
発
展

を
見
せ
た
。 

１
９
７
６
年
（
昭
和
51

年
）
４
月
３
日
、
ホ
テ
ル
白

河
の
別
館
か
ら
火
災
。
旅
館

２
棟
が
全
焼
す
る
も
、
宿
泊

客
が
少
な
い
午
後
２
時
と

い
う
時
間
帯
で
あ
り
負
傷

者
１
人
を
出
し
た
の
み
で

あ
っ
た
。 

     

こ
の
原
稿
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
数

日
前
の
も
の
で
、
五
輪
の
為

に
始
ま
る
交
通
規
制
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。 

ま
ず
初
め
に
、
東
京
と
近

郊
県
で
大
規
模
な
交
通
規
制

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

  

２
０
１
５
年
（
平
成
27

年
）
9
月
9
日
、
関
東
地
方

に
記
録
的
な
集
中
豪
雨
。
鬼

怒
川
が
氾
濫
し
て
河
畔
に
建

つ
鬼
怒
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の

露
天
風
呂
な
ど
が
崩
壊
し

た
。 

        

泉
質 

ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
。 

火
傷
に
対
す
る
効
能
が

あ
る
と
さ
れ
、
北
側
の
川
治

温
泉
と
と
も
に
「
傷
は
川
治 

鬼
怒
川

温
泉
（
き
ぬ

が
わ
） 栃

木
県

日
光
市
の

鬼
怒
川
上

流
域
に
あ

る
温
泉
。 

箱
根
や
熱

海
と
並
ん

で
「
東
京
の

奥
座
敷
」
と

呼
ば
れ
、
年

間
２
百
万

人
以
上
の

宿
泊
客
で

賑
わ
う
。 
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利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  六
月
に
関
西
電
力
の
老
朽

原
発
美
浜
三
号
機
が
初
め
て

再
稼
働
す
る
事
に
な
っ
た
。 

十
年
前
の
福
島
原
発
の
事
故

の
後
に
原
発
の
廃
炉
を
促
進

す
る
た
め
に
「
四
十
年
ル
ー

ル
」
が
法
を
改
正
し
て
作
ら

れ
た
。
四
十
年
以
上
稼
働
し

た
老
朽
原
発
の
安
全
性
を
厳

し
く
再
確
認
し
て
一
回
だ
け

例
外
的
に
二
十
年
を
限
度
に

再
稼
働
の
延
長
を
認
め
る
内

容
で
あ
る
。
今
回
の
運
転
延

長
は
「
極
め
て
例
外
的
で
あ

る
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
美
浜
三
号
機
は
一
九

七
六
年
運
転
開
始
し
た
老
朽

原
発
一
号
機
と
二
号
機
の
再

稼
働
を
狙
っ
て
い
る
。 

原
発
は
二
酸
化
炭
素
排
出

や
経
済
性
で
特
に
優
れ
も
の

だ
が
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を 

 

理
由
に
脱
炭
素
社
会
に
は
不

可
欠
だ
と
主
張
し
て
王
手
電

力
八
社
は
揃
っ
て
老
朽
原
発

の
再
稼
働
容
認
の
動
き
に
向

か
っ
て
お
り
危
険
極
ま
り
な

く
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
核
燃

料
の
原
発
は
放
射
能
の
危
険

性
高
く
、
事
故
リ
ス
ク
が
大

き
く
人
類
が
制
御
出
来
な
い

怖
い
欠
点
が
あ
る
。
地
震
や

津
波
等
の
多
発
国
の
日
本
だ

け
に
、
よ
り
一
層
の
安
全
性

が
不
可
欠
で
あ
る
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
の
原
発
事

故
の
悲
劇
や
教
訓
を
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

  

四
月
に
政
府
は
福
島
原
発

の
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
発

表
し
た
が
千
基
超
す
タ
ン
ク

の
大
量
の
汚
染
水
放
出
に
は

三
十
年
も
か
ゝ
る
と
か
、
ま

た
風
評
被
害
も
大
変
心
配

だ
。
福
島
原
発
の
廃
炉
作
業

で
は
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物

が
発
生
し
危
険
な
難
作
業
で

建
屋
の
解
体
等
廃
に
は
暴
大

な
費
用
と
長
期
の
時
間
を
要

す
る
。
む
つ
市
の
使
用
済
み

核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
や

北
海
道
の
最
終
核
ゴ
ミ
処
分

場
等
難
問
が
山
積
し
て
い

る
。
国
を
挙
げ
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
に

取
り
組
む
べ
き
で
、
太
陽
光

や
風
力
発
電
等
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
に
巨
額
の
資
金
を
投
じ

て
脱
原
発
を
目
ざ
す
べ
き
で

あ
る
。 

家
族
で
や
っ
て
い
る
高
峰
温

泉
が
あ
り
ま
す
が
、
水
ノ
塔

山
か
ご
の
塔
山
を
登
り
下
山

し
た
所
に
あ
る
一
軒
宿
で

す
。
夜
は
若
旦
那
が
宿
の
玄

関
の
所
に
望
遠
鏡
を
置
い
て

星
の
説
明
を
し
て
下
さ
り
、

そ
の
時
に
土
星
に
輪
が
架
か

っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り

に
見
て
、
感
激
し
ま
し
た
。
翌

朝
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ

て
い
る
食
堂
で
自
家
製
の
果

実
酒
を
い
た
だ
き
乍
ら
朝
食

を
と
り
、
小
鳥
が
エ
サ
を
食

べ
に
く
る
の
を
目
の
前
で
見

た
り
、
自
然
を
満
喫
す
る
旅

も
し
ま
し
た
。 

又
あ
る
時
は
尾
瀬
も
鳩
待

峠
か
ら
入
り
、
木
道
歩
き
も

し
ま
し
た
。
帰
り
の
鳩
待
峠

へ
の
上
り
は
、
皆
ち
ょ
と
き

つ
か
っ
た
様
で
し
た
。 

最
近
十
年
位
前
か
ら
は

皆
、
足
腰
も
弱
っ
て
き
て
い 

伊
達 

政
宗 

伊
達
（
だ
て
） 

政
宗
は
、
出

羽
国
と
陸
奥
国
の
武
将
・
戦

国
大
名
。
伊
達
氏
の
第
17
代

当
主
。
近
世
大
名
と
し
て
は

仙
台
藩
の
初
代
藩
主
で
あ

る
。 幼

名
は
梵
天
丸
。
没
後
は

法
名
か
ら
貞
山
公
と
尊
称
さ

れ
た
。
幼
少
時
に
患
っ
た
疱

瘡
（
天
然
痘
）
に
よ
り
右
目
を
失

明
し
、
隻
眼
（
せ
き
が
ん
）
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
後
世
「
独
眼

竜
」
の
異
名
が
あ
る
。 

 

出
生
か
ら
初
陣
ま
で 

永
禄
10

年
8

月
3

日

（
１
５
６
７
年
9

月

5

日
）、
出
羽
国
米
沢
城
で
、
伊

達
氏
第
16
代
当
主
・
伊
達
輝

宗
（
て
る
む
ね
）
の
嫡
男
と
し

て
、
正
室
で
あ
る
最
上
義
守

の
娘
・
義
姫
（
最
上
義
光
の

妹
）
か
ら
生
ま
れ
た
。
天
正

5
年
（
１
５
７
７
年
）
11
月

15
日
、
元
服
し
て
伊
達
藤
次

郎
政
宗
と
名
付
け
ら
れ
る
。

梵
天
丸
は
固
辞
し
た
が
、
父

の
輝
宗
よ
り
強
い
て
命
ぜ
ら

れ
る
。
諱
の
「
政
宗
」
は
父
・

輝
宗
が
伊
達
家
中
興
の
祖
と

い
わ
れ
る
室
町
時
代
の
第

9
代
当
主
・
大
膳
大
夫
政
宗

に
あ
や
か
っ
て
名
づ
け
た 

 

も
の
で
こ
の
大
膳
大
夫
政
宗

と
区
別
す
る
た
め
藤
次
郎
政

宗
と
呼
ぶ
事
も
多
い
。
史
料

上
に
も
正
宗
と
書
か
れ
た
も

の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ

れ
は
誤
記
や
区
別
の
た
め
の

書
き
違
え
で
あ
る
。
伊
達
家

は
そ
れ
ま
で
足
利
将
軍
か
ら

の
一
字
拝
領
を
慣
習
と
し
て

き
た
が
、
政
宗
の
元
服
に
際

し
て
は
、
当
時
織
田
信
長
に

よ
っ
て
京
よ
り
追
放
さ
れ
て

い
た
足
利
義
昭
か
ら
の
一
字

拝
領
を
求
め
な
か
っ
た
。 

天
正
7
年
（
１
５
７
９

年
）
10
月
、
仙
道
の
戦
国
大

名
で
あ
っ
た
三
春
城
主
・
田

村
清
顕
よ
り
婚
儀
の
相
談
が

あ
り
、
御
入
輿
の
日
取
り
、 

 

大
橋 

㔟
津
子
（
日
、
火
） 

趣
味
は
書
道
、
歌
を
歌
う

こ
と
（
合
唱
を
や
っ
て
い
ま

し
た
）。
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
園
芸
で
す
。
今
は
ベ
ラ
ン

ダ
で
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｃ
、
講
師 

 

櫻
井
美
穂 

     

今
年
４
月
よ
り
勤
務
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

３
年
程
前
か
ら
石
神
井
公

園
駅
近
く
の
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
え
ー
る
に
て
、
パ

ソ
コ
ン
を
教
え
る
ア
シ
ス
タ

ン
ト
業
務
も
し
て
お
り
ま
す

が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
勤
務

は
初
め
て
で
緊
張
し
て
い
た

と
こ
ろ
皆
様
に
と
て
も
温
か

く
声
を
か
け
て
頂
き
、
今
で

は
勤
務
の
日
が
楽
し
み
で

す
。
ま
た
私
は
ピ
ア
ノ
を
弾

く
事
も
好
き
な
の
で
、
音
楽

の
話
な
ど
も
皆
様
と
出
来
た

ら
嬉
し
い
で
す
。 

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 Ｐ
Ｃ
、
講
師 

久
保
田
詩
歩 

     

私
は
金
曜
日
と
土
曜
日
に

来
て
利
用
者
の
方
に
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
等
を
教
え
て
い
ま

す
。
普
段
は
大
学
で
文
学
を

専
攻
し
、
近
代
文
学
の
研
究

を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
絵

を
描
く
こ
と
で
す
。
利
用
者

の
方
が
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

   

同
級
生
五
人
の
グ
ル
ー
プ

旅
行
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
行
き

ま
し
た
。
終
戦
の
翌
年
の
四

月
に
、
杉
並
区
に
あ
る
都
立

の
女
学
校
に
入
学
し
て
以
来

現
在
も
お
友
達
と
し
て
、
続

い
て
い
る
の
で
す
。
皆
、
孫

や
ひ
孫
が
い
る
の
で
す
が
、

旅
行
先
や
き
っ
ぷ
購
入
、
時

刻
等
、
全
部
調
べ
あ
げ
、
上

野
駅
、
新
宿
駅
、
東
武
鉄
道

の
浅
草
駅
な
ど
に
集
合
し
て

旅
の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。 

長
野
県
の
諏
訪
湖
、
美
し

ヶ
原
高
原
、
黒
部
立
山
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
。
立
山
室
堂
で

は
雪
渓
を
横
切
り
、
雄
山
迄

登
り
ま
し
た
。
室
堂
に
戻
り

ミ
ク
リ
ガ
池
温
泉
に
も
入
浴

し
ま
し
た
。
浅
間
山
の
麓
に 

  

る
の
で
、
新
宿
高
島
屋
の
十

三
階
位
に
あ
る
、
お
い
し
い

ラ
ン
チ
の
店
に
集
ま
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
会
と
い
う
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

       

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
二

十
代
半
ば
か
ら
、
美
容
室
に

つ
と
め
、
美
容
、
花
嫁
、
花
婿

作
り
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
出

来
る
様
に
な
っ
た
四
十
才
前

頃
に
、
や
っ
と
自
分
の
店
を

持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
当
時
の
お
友
達
が
沖
縄
本

島
で
店
を
構
え
、
先
日
は
マ

ン
ゴ
ー
を
一
箱
送
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
良
い
友
達
に
恵

ま
れ
た
と
、
い
つ
も
心
の
中

で
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
九
十
二
才
に
な
る
主

人
は
、
土
曜
日
に
葵
さ
ん
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
浅
草
そ

だ
ち
の
江
戸
っ
子
と
杉
並
育

ち
山
の
手
の
私
、
毎
日
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
様
、
心
掛
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

戦
国
武
将 

ヒ
ス
ト
リ
ー 

5
月
上
旬
、
隣
接
す
る
戦
国

大
名
・
相
馬
氏
と
の
合
戦
で

伊
具
郡
に
出
陣
、
初
陣
を
飾

る
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
輝
宗

の
代
理
と
し
て
田
村
氏
や
蘆

名
氏
と
の
外
交
を
担
当
し
て

お
り
、
蘆
名
盛
隆
が
対
相
馬

氏
戦
で
援
軍
を
送
っ
た
の
は

政
宗
の
働
き
か
け
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。 

  

路
次
警
固
等
合
い
調
う
。
そ

の
冬
、
政
宗
が
13
歳
の
時
、

清
顕
の
娘
、
当
時
12
歳
の
愛

姫
（
伊
達
政
宗
と
同
じ
く
伊

達
稙
宗
を
曽
祖
父
に
も
つ
）

を
正
室
に
迎
え
る
。
伊
達
郡

梁
川
城
で
輿
の
引
継
ぎ
が
行

わ
れ
、
伊
達
成
実
・
遠
藤
基
信

ら
に
守
ら
れ
て
、
雪
深
い
板

谷
峠
を
避
け
、
小
坂
峠
、
七
ヶ

宿
、
二
井
宿
峠
を
経
て
、
米
沢

城
に
入
輿
し
た
。 

天
正
９
年
（
１
５
８
１
年
） 

 

無 

題 

磯
谷
弘
子 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

自 

画 

像 
老
朽
原
発
は
廃
炉
に 

増
田
義
雄 

  


